
一般社団法人コード・フォー・ジャパン
関 治之

データ連携基盤
アーキテクチャのあるべき姿
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関 治之

東京都DXフェロー

浜松市フェロー

西粟倉村フェロー



ともに考え、ともにつくる。
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世界２６カ国で「Code for xx」が活動
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全国、約８０地域で「Code for xx」が活動



6

各地で自らの地域を良くするための活動



コロナ禍で生まれた様々なアクティビティ
ダッシュボード

検索サイト

アイデア募集

NPO支援 プロトタイピング



東京都の新型コロナ対策サイトをオープンソースで公開し改変を受付
＆他の自治体でも活用を推進

東京都サイト

ソースコード公開

開発に参加

一般参加者

30以上の自治体で活用

400万人が利用





自治
体

自治
体

自治
体

自治
体

自治
体

自治
体

国

市民 市民 市民 市民 市民



テクノロジーで実現する、多様性と包摂

多様性 包摂

デジタルで対応することで、一律サービスではなく、
それぞれの人に対して個別化されたサービスを提供できる
「ともに作る」ことで、マイノリティの本当に必要なものが把握できる



スマートシティ関連の(IT)インフラ投資は、
あらたなレガシーに

● 新たな実証実験バブルにならないか？
● 最初は国から予算が出るかもしれないけど、
大事な運用部分の費用はどうなる？

● 「最先端の技術」は誰のため？
● 「利便性」と「持続可能性」ってどう両立するの？







スーパーシティ/スマートシティのあるべき姿

● サービス間連携
○ 政府が特定の技術を決めて推進するのではなく、できるだけ多様
性を許容しながら、異なるサービス間相互の相乗効果をできる限
り追求する

● オープン性
○ 常にオープンな連携を可能にするためのAPIを備える

● 住民参加
○ 住民参加によって多様なサービスを構築・利用する

● 主体性
○ システムの構築を事業者任せにしない

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/sogowg_houkokusyo.pdf



相互運⽤性に関する基本原則（プリンシプル）

● 住⺠が抱える課題を解決し、便益がもたらさ
れているかどうかを重視する

● データ連携では、相乗効果の追求を徹底する
○ 収集されるデータは課題を解決するための
必要最⼩限で

● データの管理に透明性を持つ
○ どんなデータがどう使われているのか？を
利用者に公開し、適切に同意を取る



利用者中心でサービスを考え直す



人間中心のスマートシティとは？



今こそ、市民中心のまちづくりが必要だ

皆で考える
VISION

皆でつくる
社会

豊かで
幸福な地域

＋ ＝





DIY(Do it Yourself) 都市の要件
● 幸福な街をつくる
みんなが目指せる指標で、手段と目的を一致させる

● みんなが意思決定に参加できる
多様な意見を集め、データを元に透明性を持って議論する

● オープンにつくる
失敗をも学習機会に変える。世界に貢献する。仲間を作る。

● 皆でつくる
地域や組織の垣根を超えて、協働する。仲間を作る

まちについてともに考え、ともにつくる人を増やす



大事なのは、地域住民が
幸せで、豊かに暮らせること

Photo by Gaelle Marcel on Unsplash

https://unsplash.com/@gaellemarcel?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/@gaellemarcel?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/@hal_sk/likes?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/@hal_sk/likes?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


Smart City 
Institute Japan 
と提携し、日本
版の客観指標を
利用予定





Decidimとは？

バルセロナやヘルシンキなどで使われている、参加型民主

主義プロジェクトのためのツール。

オンラインで多様な市民の意見を集め、議論を集約し、政

策に結びつけていくための機能を提供している。

バルセロナのような都市レベル、地域政府レベル、

Fundactionのような非営利団体、そしてDecidimコミュニテ

ィといったコミュニティ活動でも利用されている



30を超える自治体で利用



バルセロナでの利用イメージ

政策づくりに参
加するプロセス

評議会や、地域
ごとの会議体に
対して意見や相
談を言える場所

市の計画や予算、
決算などを見れ
る場所

署名を集めるよ
うなキャンペー
ンを行える場所



Decidim の特徴

パブリックコメントのようなものとは違い、意見を言った

人に対するフィードバックを行える。また、計画策定の間

のプロセスが設計されており、徐々に議論を収束させてい

くことができる。

デジタルな参加と、物理的な会議のプロセスを融合させ、

デジタル・デバイドの問題を解消している

議論やデータが可視化されるため、納得解が得やすい
バルセロナの市民行動計画
のプロセス例（訳がおかし
いが、「戻る」は実行フェ
ーズだと思われる）



Decidim が備える機能

戦略立案

住民参加型計画立案

討論

参加型予算編成

署名活動や市民相談受付

住民ネットワークと
コミュニケーション



Decidimの実績

バルセロナ市の自治体行動計画（PAM）の提案書を提出す

るプロセスには、12万人（バルセロナの人口の7.5％）が参

加した。提出された10,860件の提案のうち、1,467件が公式

のPAMに盛り込まれた。プラットフォームの立ち上げ以来、

作成された13,957件のうち、9,828件の提案が受理されてい

る。



計画

公開

意見収集や
プロトタイピング

調査検討

フィードバックサイクルを早くする

計画、ロジックモデル、データの公開

デジタル、アナログの場での意見収集。
議員や市民ファシリテーターが収集

サイクルを回しながら論点を集約したり、
細分化していく。

様々な方法で得たフィードバックを
プラットフォームに集約していく

技術的、専門的な意見や調査を加
え、計画をブラッシュアップ



加古川市で利用中

まずはスマートシティの
構想づくりからスタート

Code for Japan が
ファシリテーション役に

利用状況をみながら、
徐々に利用を拡大予定



「ともにつくる」
市民を増やそう
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